
DNAチップを用いた
唾液中の歯周病関連細菌叢の評価

DNAチップを用いた細菌検査は定量性が認められた。Orange complexが増加して細菌叢のバラ
ンスが変わることで，最大ポケット深さの値，出血箇所が増加する様子が見られた。これより，健常者
であっても唾液中の細菌叢のバランスによって臨床所見に差が見られることが示唆された。
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歯周病の発症・進行には，口腔内細菌の存在バランス（細菌叢）が関わって
いると考えられる。口腔細菌叢DNA検査（ジーシー，Fig. 1）は歯肉溝滲出液
を検体として28菌種の歯周病関連細菌（Fig. 2）と総菌数をDNAチップを用
いて定量的に検出する。歯肉溝滲出液は局所的な情報を得ることが可能であ
り，唾液は非侵襲的に口腔内全体の様子を把握できると考えられる。本研究
では，健常な被験者から採取した唾液中の細菌叢をDNAチップを用いて評価
し，臨床所見との関連を評価することを目的とした。

健常な被験者26名について，6点法で測定したポケット深さ，出血箇所を記
録後，無味のガムを用いて刺激唾液を採取した。この試験は株式会社ジー
シーの倫理委員会の承認を得て実施した。

DNAアレイでの総菌数とリアルタイムPCRでの総菌数の
間に強い相関が認められた（Fig. 4）。これより，DNAチッ
プの定量性が示唆された。
クラスター解析の結果，細菌叢によって3群に分類された
（Fig. 5）。各群の臨床所見を評価した結果，有意差は見
られなかったもののOrange complexが増えるにつれて
ポケットが深くなり，出血箇所が多くなる様子が見られた。
健常者であっても，唾液中の細菌叢のバランスによって臨
床所見に差が見られることが示唆された。
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Fig.1: Oral Flora DNA Inspection

Fig. 2. Diagram of bacteria associated with periodontal disease
Reference: Socransky SS et al., Periodontol. 2000, 28: 12-55, 2002

Fig.3: Test methods of DNA chip

Fig. 4: Correlation of the results of DNA array and those of real-time PCR

Fig. 6: Radar charts of each cluster
Upper: average of each cluster   Lower: typical examples of each cluster

Table 1: Clinical findings of each cluster
() means standard deviation

Average value of 
the deepest PPD

Cluster 1 Cluster 2 Cluster 3 Total

3.7 (1.5) mm 5.2 (2.1) mm 5 mm 4.4 (1.9) mm

Average value of 
bleeding sites 2.2 (3.7) 7.6 (7.3) 3 4.7 (6.1)

A. naeslundii II

A. odontolyticus
V. parvula

A. actinomy-
cetemcomitans
C. concisus

C. gingivalis
C. ochracea
C. sputigena
E. corrodens

S. gordonii
S. intermedius
S. mitis

P. gingivalis
T. forsythia
T. denticola

C. gracilis
C. rectus
C. showae
F. nucleatum
F. nuc. polymorphum
F. nuc. vincentii
F. periodonticum
P. intermedia
P. nigrescens
S. constellatusF. nuc. animalis

S. mitis bv.2
S.noxia

Pg 
Tf 

Td 
Cr 

Fn.P 

Fn.A 

Fn.N 

Fp 

Fn.V 

Pn

Pi
Sc

Cs 
Cg 

Aa 
Cc 

Cg 
Co 

Cs 

Ec 

Si 

Sg 

Sm 

Sm.2 

Ao 
Vp 

An 
Sn 

採取した唾液からQuickGene（KURABO）を用いてDNAを抽出し，
オーラルケアチップORAG（DNAチップ，三菱ケミカル）を用いて細菌叢（歯周病関連細菌28菌種および総菌数）の
評価を行った。また，リアルタイムPCR法を用いて総菌数を測定した。

DNAチップ，リアルタイムPCRで得られた総菌数の結果を比較し，Spearmanの順位相関係数ρを算出した。細菌叢
についてクラスター解析を行い，3群に分類した。それぞれの群について最大ポケット深さ，出血箇所の平均値を算出
し，比較を行った。クラスター解析にはJUSE-StatWorks/V4.0 Version 4.88（日本科学技術研修所）を用いた。

ρ= 0.915
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Fig. 5: Dendrogram and heat map of the test results
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